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小学生特別指導会兼

第8回全日本小学生ボウリング競技大会
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　実業団の覇権争いが激化の一途をたどる中、迎えたシーズン開幕戦。２年前彗星の

ごとく現れたエナジックと、そのグランドスラム達成を阻止した札幌市役所 &トヨタ

自動車、そして定評あるデンソーが、それぞれのテリトリーで王座を守りました。そ

こへ伏兵・日本精工藤沢が切り込み、新記録で頂点に上り詰めました。北も南も真ん

中も、日本中の実力派チームがしのぎを削る戦国時代に突入です。
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さ
れ
た
Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
第
３
種
審
判

員
認
定
会
（
西
日
本
地
区
）
の
結

果
、
44
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

▽
宮
城

佐
藤
久
美
子
、
吉
開
竜

也▽
埼
玉

千
代
間
隆
文

▽
三
重

山
本
千
鶴
、
田
端
利

昭
、
石
倉
涼
、
庄
瀬
智
大

▽
岐
阜

山
本
祐
樹

▽
滋
賀

澤
田
典
子
、
筈
井
麻
子

▽
京
都

岡
部
俊
樹
、
遠
藤
文

男
、
野
呂
貞
之
、
御
藤
恭
史
、
中

島
美
紀
、
吉
川
伸
一
、
南
村
武

士
、
舩
戸
聡
志
、
広
瀬
康
二
、
八

木
美
弥
子

▽
大
阪

仲
田
智
行
、
山
﨑
聖
仁

▽
兵
庫

佐
竹
太
平

▽
鳥
取

沢
貴
輝

▽
島
根

黒
光
秀
尊
、
安
達
雅

樹
、
中
島
克
則

▽
岡
山

加
内
豊

▽
広
島

山
形
憲
児
、
森
山
和
之

信▽
香
川

香
川
肇
、
中
塚
清
充

▽
佐
賀

森
恵
美
子
、
北
出
紀

子
、
吉
村
澄
栄
、
鈴
木
恵

▽
学
生
連
合

豊
田
涼
、
大
橋
拓

実
、
服
部
善
行
、
牧
田
大
空
、
西

崎
克
、
大
橋
勝
樹
、
安
延
龍
汰
、

野
村
経
博

▽
競
技
者
育
成
部
会

部
会
員
（
シ
ニ
ア
担
当
）

久
慈

順
子
（
岩
手
）
、
唐
津
美
佐
子

（
埼
玉
）
、
板
垣
愛
子
（
静
岡)



竹
本
佐
知
子
（
広
島
）
、
岩
井
親

孝
（
富
山
）
、
前
田
知
一
（
石

川
）
、
板
垣
幸
吉
（
静
岡
）
、
播

本
雄
輔
（
京
都
）

２
０
１
８
年
度

大
会
日
程
が
決
定

競
技
委
員
会

５
月
20
日
㈯
に
埼
玉
・
新
狭
山

グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た

競
技
委
員
会
に
お
い
て
２
０
１
８

年
度
の
協
会
主
催
大
会
日
程
・
会

場
が
審
議
さ
れ
、
左
表
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
こ

の
他
、
各
主
催
大
会
の
運
営
に
関

す
る
こ
と
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
種
審
判
員

合
格
者
を
発
表

指
導
委
員
会

４
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
に
開
催

新
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
決
定

ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
委

競
技
運
営
改
革
委

今
年
度
新
た
に
設
け
ら
れ
た
臨

時
特
別
専
門
委
員
会
の
委
員
が
、

２
０
１
７
年
度
第
１
回
理
事
会
で

審
議
の
上
決
定
し
ま
し
た
。

▽
第
15
回
ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
選
手
権

大
会
実
行
委
員
会

委
員
長

齋
藤
良
太
郎

副
委
員
長

川
井
敏
孝
、
不
破
伸

二委
員

佐
藤
直
亮
、
砂
古
口
信

夫
、
西
林
康
憲
、
下
地
一
秀

▽
競
技
運
営
改
革
委
員
会

委
員
長

佐
藤
直
亮

副
委
員
長

不
破
伸
二
、
砂
古
口

信
夫

委
員

金
谷
志
信
、
米
澤
満

ま
た
、
強
化
委
員
会
の
競
技
者

育
成
部
会
で
は
シ
ニ
ア
担
当
の
部

会
員
に
８
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

報
告
の
上
、
原
案
ど
お
り
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
理
事･

監
事･

評
議
員

候
補
者
推
薦
委
員
会
に
評
議
員
の

中
か
ら
委
員
１
名
を
推
薦
す
る
こ

と
に
つ
い
て
審
議
。
評
議
員
会
議

長
と
な
っ
た
柳
川
評
議
員
を
推
薦

す
る
こ
と
が
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
な
お
柳
川
評
議
員
は


評
議
員
選
定
委
員
会
の
評
議
員
代

表
委
員
に
も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
協
会
の
事
業
開
催

・
運
営
内
容
や
公
認
競
技
場
新
制

度
に
関
す
る
報
告
、
定
款
と
規
程

に
つ
い
て
の
意
見
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

え
ひ
め
国
体
成
功
へ

実
行
委
員
会
が
協
力
要
請

第
72
回
国
民
体
育
大
会
「
愛
顔

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」
は
９
月
か

ら
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ボ

ウ
リ
ン
グ
競
技
の
開
催
地
で
あ
る

松
山
市
よ
り
、
総
合
政
策
部
国
体

推
進
局
国
体
競
技
課
の
西
山
陽
一

朗
主
任
と
谷
岡
拓
也
主
事
が
評
議

員
会
に
来
場
。
愛
媛
県
連
盟
理
事

長
で
も
あ
る
西
森
安
正
評
議
員
と

と
も
に
、
国
体
の
成
功
に
向
け
て

協
力
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

い
て
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
日
本
実
業
団
連
合
の

会
長
職
に
あ
る
丹
羽
秀
樹
協
会
理

事
に
つ
い
て
協
会
副
会
長
へ
の
推

薦
が
あ
り
、
協
会
執
行
部
で
検
討

の
上
改
め
て
審
議
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
丹
羽
理
事
は
６

月
１
日
付
で
副
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
。第

１
回
評
議
員
会

理
事
会
に
お
け
る
招
集
決
議
を

受
け
て
、
２
０
１
７
年
第
１
回
評

議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
改
選
が
行
わ
れ
た
昨
年

の
定
時
評
議
員
会
以
降
、
初
め
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
評
議
員
会
議
長
の
選
任
決
議
を

実
施
し
、
柳
川
弘
行
評
議
員
が
議

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

議
事
録
署
名
人
を
選
出
し
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
今
回
評
議
員
会
が

召
集
さ
れ
た
目
的
で
あ
る
、
２
０

１
６
年
度
の
事
業
報
告
案
・
収
支

決
算
報
告
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
収
支
決
算
案
を
財
務
諸
表

と
も
と
に
説
明
し
、
監
査
結
果
を

た
。
こ
れ
を
受
け
て
評
議
員

会
を
召
集
し
各
案
を
諮
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度

決
算
に
伴
い
２
０
１
７
年
度

の
補
正
予
算
も
提
案
さ
れ
、

こ
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

協
会
が
制
定
す
る
各
種
規

程
・
制
度
の
改
廃
は
理
事
会
で
審

議
さ
れ
ま
す
。
各
専
門
委
員
会
の

委
員
長
が
所
管
す
る
規
程
の
改
定

を
提
案
し
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
協
会
認
定
の
指
導
者
資
格
で

あ
る
「
Ｊ
Ｂ
Ｃ
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
コ
ー

チ
制
度
」
に
つ
い
て
は
規
程
の
新

規
制
定
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
理
事
会
で
は
「
第
15
回

ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
選
手
権
大
会
実
行

委
員
会
」
と
「
競
技
運
営
改
革
委

員
会
」
の
設
置
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
が
、
両
委
員
会
の
委
員
候
補
者

が
出
揃
い
選
任
決
議
が
行
わ
れ
、

委
員
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
競
技
場
制
度
が
４

月
よ
り
新
制
度
内
容
に
移
行
し
た

こ
と
に
と
も
な
い
、
公
認
競
技
場

未
来
構
想
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
で
も
あ
る
各
地
区
選
出
理
事
よ

り
現
状
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

新
制
度
に
お
け
る
諸
費
用
の
取
り

扱
い
、
検
査
実
施
の
手
順
等
に
つ

と
財
務
状
況
の
総
括
を
完
了
し
ま

し
た
。第

１
回
理
事
会

２
０
１
６
年
度
の
事
業
が
３
月

末
を
も
っ
て
す
べ
て
終
了
し
た
こ

と
か
ら
、
事
業
報
告
案
と
収
支
決

算
報
告
案
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
独
立
監
査
法
人
お
よ
び
協
会

監
事
に
よ
る
監
査
結
果
も
報
告
さ

れ
、
出
席
理
事
に
よ
る
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

２
０
１
７
年
度
第
１
回
理
事
会

が
５
月
26
日
㈮
に
、
２
０
１
７
年

度
定
時
評
議
員
会
が
６
月
13
日
㈫

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
６

年
度
の
収
支
決
算
案
と
事
業
報
告

案
の
承
認
決
議
が
行
わ
れ
、
事
業

▽
13
年
連
続

桑
原
の
ぶ(

宮
城･

１
０
２
４)

▽
10
年
連
続

大
村
雅
美(

兵
庫･

１
１
０
７)

▽
２
年
連
続

谷
川
有
司(

千
葉･

１
０
７
４)

▽
１
年

大
石
拓
実(

静
岡･

１
３
２
４)

森
俊
彦

(

福
岡･

１
１
４
０)

鈴
木
波
流(

静
岡･

１
１
３
３)

松
本
裕
司(

栃
木･

１
１
１
７)

楠
井
要

(

香
川･

１
１
０
８)

板
垣
幸
吉(

静
岡･

１
０
９
１)

藤
山
則
昭(

山
形･

１
０
４
５)

関
口
匡
史(

長
野･

１
０
４
５)

加
藤
勇
雄(

長
野･

１
０
３
８)

竹
下
将
弘(

長
野･

１
０
２
９)

浅
井
康
希(

静
岡･

１
０
０
５)

兒
島
巖
（
兵
庫
）
、
増
田
信
茂

（
岡
山
）
、
石
橋
正
則
（
福

岡
）
、
上
妻
弘
（
熊
本
）
、
田

代
弥
栄
子
（
大
分
）

▽
功
績
章
（
連
盟
推
薦
）

菅
原
要
子
（
岩
手
）
、
岩
本

梨
沙(

宮
城)

、
北
川
洋
子
（
広

島
）
、
坂
口
明
美
（
福
岡
）

▽
優
秀
会
員
章
（
連
盟
推
薦
）

村
井
雅
彦(

宮
城)

、
石
光
浩

一(

福
岡)

、
山
村
怡
男(

大
分)

２
０
１
６
年
度

公
認
最
多
ゲ
ー
ム
達
成
者

※
数
字
は
消
化
ゲ
ー
ム
数

▽
27
年
連
続

薮
内
賢
一(

兵
庫･

１
３
２
７)

２
０
１
６
年
度

栄

章

者

▽
団
体
功
労
章

岩
手
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟

（
第
71
回
国
民
体
育
大
会
ボ
ウ

リ
ン
グ
競
技
会
主
管
・
運
営)



秋
田
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
（
日

本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０

１
６
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
会
主
管

・
運
営
）

▽
特
別
功
労
章

江
橋
慎
四
郎
（
協
会
元
理

事
、
元
顧
問
）

▽
功
労
章
（
連
盟
推
薦
）

大
宮
進
（
宮
城
）
、
小
林
恒

美
（
群
馬
）
、
永
野
勇
（
神
奈

川
）
、
山
口
正
彦
（
滋
賀
）
、

２
０
１
６
年
の
総
括
を
完
了

２
０
１
７
年
度
第
１
回
理
事
会･

評
議
員
会
開
催

新評議員会議長

柳川弘行
(やながわ･ひろゆき)

1956年生 三重県ボウ

リング連盟副理事長、全

日本実業団ボウリング連

合常任理事

新副会長

丹羽秀樹(にわ･ひでき)

1972年生 衆議院議

員。愛知県ボウリング連

盟会長、全日本実業団ボ

ウリング連合会長。2016

年役員改選において協会

理事に就任。

北川会長が議長に

松山市の谷岡主事(左)、
西山主任(中)と愛媛県連
盟西森理事長

松山市の谷岡主事(左)、
西山主任(中)と愛媛県連
盟西森理事長

第１回評議員会第１回評議員会

第１回理事会第１回理事会

第５４８号 （第三種郵便物認可） （2）平成２９年７月１日
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値
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣

倠

値倠倡倢倣倠倡倢倣倠倡倢倣倠倡倢倣倠倡倢倣倠倡倢倣倠倡倢倣倠倡倢倣倠倡倢倣

値
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣
倠
倡
倢
倣

倠

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

㈪

ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
１

７

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ

▽
７
月
24
日
㈪
～
26
日
㈬

文
部

科
学
大
臣
杯
第
41
回
全
日
本
中
学

選
手
権
大
会

京
都
・
キ
ョ
ー
イ

チ
ボ
ウ
ル
宇
治

▽
７
月
28
日
㈮
～
29
日
㈯

ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
認
定
会(

北
地
区)

福
島
・
ボ
ウ
ル
ア
ピ
ア
郡
山

▽
７
月
31
日
㈪
～
８
月
２
日
㈬

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
第
41
回
全
日
本
高
校
選
手

権
大
会

神
奈
川
・
川
崎
グ
ラ
ン

ド
ボ
ウ
ル

▽
８
月
４
日
㈮
～
５
日
㈯

ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
認
定
会(

西
地
区)

福
岡
・
博
多
ス
タ
ー
レ
ー
ン

▽
６
月
30
日
㈮
～
７
月
２
日
㈰

第
54
回
東
日
本
選
手
権
大
会

福

島
・
ボ
ウ
ル
ア
ピ
ア
郡
山

▽
６
月
30
日
㈮
～
７
月
２
日
㈰

第
54
回
西
日
本
選
手
権
大
会

愛

媛
・
キ
ス
ケ
ボ
ウ
ル

▽
７
月
８
日
㈯
～
９
日
㈰

Ｊ
Ｂ

Ｃ
公
認
第
３
種
審
判
員
認
定
会

（
東
日
本
地
区
）

神
奈
川
・
川

崎
市
教
育
文
化
会
館

▽
７
月
17
日
（
月
・
祝
）
～
24
日

受
講
料

５
０
０
０
０
円
（
１
日

の
み
受
講
は
２
５
０
０
０
円
）

※
詳
細
は
郵
送
の
案
内
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（www.jbc-bowling.or.jp

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ウ
ラ
ー
が
講
師
を
務
め
、
実
技
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
豊
富
に
取

り
入
れ
た
研
修
で
す
。
Ｊ
Ｂ
Ｃ
公

認
ド
リ
ラ
ー
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
実
施
概
要
】

▽
ブ
ロ
ン
ズ
コ
ー
ス

①
北
海
道
会
場

８
月
28
日
㈪
・
29
日
㈫

千
歳

フ
ジ
ボ
ウ
ル
（
北
海
道
千
歳
市
）

②
神
奈
川
会
場

12
月
５
日
㈫
・
６
日
㈬

ス
ポ

ル
ト
八
景
ボ
ウ
ル
（
神
奈
川
県
横

浜
市
市
）

受
講
料

３
０
０
０
０
円
（
１
日

の
み
受
講
は
１
５
０
０
０
円
）

▽
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス

期
日

12
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮

会
場

ス
ポ
ル
ト
八
景
ボ
ウ
ル

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

平
成
29
年
度
Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド
リ

ラ
ー
有
資
格
者
研
修
会
を
、
北
海

道
と
神
奈
川
で
開
催
し
ま
す
。

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
有
資
格

者
の
ド
リ
ル
技
術
向
上
の
た
め
の

研
修
で
、
基
礎
的
内
容
の
「
ブ
ロ

ン
ズ
コ
ー
ス
」
と
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
の
「
シ
ル
バ
ー
コ
ー

ス
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
（
シ

ル
バ
ー
コ
ー
ス
は
ブ
ロ
ン
ズ
コ
ー

ス
取
得
か
ら
２
年
経
過
後
３
年
目

か
ら
受
講
可
）

Ｊ
Ｂ
Ｃ
認
証
部
会
員
の
日
坂
義

人
ド
リ
ラ
ー
と
棚
橋
孝
太
プ
ロ
ボ

９
月
10
日
㈰

ユ
ー
カ
リ
・
ボ

ウ
ル
（
千
葉
県
佐
倉
市
）

▽
山
形
会
場

10
月
７
日
㈯

山
形
フ
ァ
ミ
リ

ー
ボ
ウ
ル
（
山
形
県
山
形
市
）

▽
福
島
会
場

10
月
８
日
㈰

ボ
ウ
ル
ア
ピ
ア

郡
山
（
福
島
県
郡
山
市
）

や
、
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
っ
た

と
い
う
声
も
上
が
っ
た
好
評
の
レ

ッ
ス
ン
。
９
月
は
関
東
、
10
月
は

東
北
で
開
催
予
定
で
す
。

今
後
の
開
催
予
定


▽
栃
木
会
場

９
月
９
日
㈯

足
利
ス
タ
ー
レ

ー
ン
（
栃
木
県
足
利
市
）

▽
千
葉
会
場

北
陸
地
方
に
参
上
し
ま
し
た
。

６
月
17
日
㈯
は
富
山
・
富
山
地

鉄
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ウ
ル
（
公
競
№

１
１
８
‐
０
０
９)

６
月
18
日
㈰

は
新
潟･

Ｐ
Ｏ
Ｐ

Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
長
岡

(

公
競
№
１
１
６
‐
０
３
７)

で
開

催
。
両
会
場
あ
わ
せ
て
１
０
０
名

超
が
集
ま
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

レ
ッ
ス
ン
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら

下
地
監
督
が
実
演
す
る
講
習
を
終

え
て
、
レ
ー
ン
に
移
動
し
て
ま
ず

行
う
の
は
入
念
な
ス
ト
レ
ッ
チ
。

そ
の
後
も
ボ
ー
ル
を
持
た
ず
に
、

体
の
使
い
方
を
一
人
ひ
と
り
丁
寧

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
基
本
を
再
確

認
し
て
い
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
自
分
の
課
題

リ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
４
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
は
６
会

場
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
。
ま
ず
は

全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の

下
地
賀
寿
守
監
督
が
全
国
を
ま
わ

る
ス
ペ
シ
ャ
ル
レ
ッ
ス
ン
「
ボ
ウ

富山会場富山会場

新潟会場新潟会場

▽
滋
賀
県

岸
辺
輝
弥
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
監
事
、
連
盟
会
長
兼
理
事

長
）
、
上
田
隆
一
（
連
盟
副
理

事
長
）
、
田
中
佳
一
同
、
山
口

正
彦
、
中
村
尚
、
橘
弘
一
、
桑

原
敏
弘
、
園
田
多
華
生
、
野
口

修
二
、
佐
々
木
伸
治
、
藤
本
康

宏
、
奥
田
徹
、
池
本
雅
尚
、
中

江
紀
子

▽
岡
山
県

大
崎
智
浩
、
真
木

信
雅
、
鈴
木
健
仁
、
三
原
真

▽
熊
本
県

中
村
文
太
郎
（
連

盟
会
長
）
、
平
井
正
美
（
同
副

会
長
兼
理
事
長
）

▽
福
岡
県

平
川
晃

▽
長
崎
県

峰
下
正
道

▽
宮
崎
県

増
田
敏
美
、
加
治

佐
崇

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

【
特
別
法
人
会
員
】

▽
エ
ー
ス
ラ
ン
ド
株
式
会
社

(

代
表
取
締
役
社
長
藤
元
良
一)

【
特
別
個
人
会
員
】

▽
北
海
道

金
谷
志
信
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
理
事
、
連
盟
会
長
）
、
千
庭

雅
嗣
、
栄
貴
美
子
、
笹
森
武

雄
、
谷
本
則
子

▽
愛
知
県

川
井
敏
孝
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
理
事
、
連
盟
理
事
長
）
、
伊

藤
一
明
（
連
盟
専
務
理
事
）
、

松
木
勝
紘
、
本
永
昌
史
、
板
倉

朱
実
、
宮
部
秀
夫
、
日
高
守
、

山
口
勝
也
、
真
鍋
洋
、
赤
尾
昇

一
、
天
野
政
幸
、
山
本
一
俊
、

三
浦
浩
、
渡
邊
誠
治
、
皆
越
英

次
、
和
田
朋
之
、
一
江
拓
生
、

髙
本
正
子
、
浜
元
小
夜
子
、
淀

川
清
登

平
成
29
年
６
月
１
日
以
降
登
録
者


福
岡
２
０
１
７
Ｉ
Ｂ
Ｓ
Ａ
テ
ン
ピ

ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
世
界
選
手
権
大
会

（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
協
力
）
が
８
月
に
福
岡
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
12
の
国
と
地

域
か
ら
視
覚
障
害
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

ト
ッ
プ
選
手
が
集
う
大
会
で
、
日
本

で
の
初
開
催
が
実
現
し
ま
す
。

大
会
を
主
催
す
る
（
一
社
）
全
日

本
視
覚
障
害
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
で

は
、
開
催
資
金
お
よ
び
海
外
選
手
の

参
加
支
援
と
し
て
、
寄
付
金
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

視
覚
障
害
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
真
の

世
界
一
決
定
戦
を
目
指
す
本
大
会
の

成
功
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
詳
細
は
下
記
広
告
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
）

（
公
財
）
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
よ

り
２
０
１
７
年
度
も
国
民
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
普
及
振
興
に
対
す
る
助
成
金
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
２
日
㈮
に
ミ
ズ
ノ
㈱
よ
り
鶴
岡
秀
樹

常
務
執
行
役
員
が
来
協
さ
れ
、
助
成
金
目
録

の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

ミ
ズ
ノ
㈱
鶴
岡
常
務
右
よ
り
目
録
が

ミ
ズ
ノ
㈱
鶴
岡
常
務
右右
よ
り
目
録
が

この事業はスポーツ振興くじ
（ｔｏｔｏ）の助成を受けて
実施しています。

７月＆８月

下
地
監
督
の
解
説
が
好
評
で
す

下
地
監
督
の
解
説
が
好
評
で
す

▽
８
月
５
日
㈯
～
６
日
㈰

小
学

生
特
別
指
導
会
兼
第
８
回
全
日
本

小
学
生
競
技
大
会

愛
知
・
稲
沢

グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

▽
８
月
６
日
㈰
～
７
日
㈪

ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
認
定
会(

中
地
区)

大
阪
・
イ
ー
グ
ル
ボ
ウ
ル

▽
８
月
８
日
㈫
～
９
日
㈬

ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
認
定
会(

東
地
区)

東
京
・
東
大
和
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ

ル▽
８
月
11
日
（
金
・
祝
）
～
13
日

㈰

Ｕ
22

３
rd

Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ

ｋ
ａ

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ

Ｃ
ｕ
ｐ

２
０
１
７

ｓ
ｐ
ｏ
ｎ
ｓ
ｏ
ｒ

ｅ
ｄ

ｂ
ｙ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｍ

福

岡
・
博
多
ス
タ
ー
レ
ー
ン

▽
８
月
12
日
㈯
～
21
日
㈪

第
３

回
世
界
シ
ニ
ア
選
手
権
大
会
２
０

１
７

ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

▽
８
月
28
日
㈪
～
29
日
㈫

Ｊ
Ｂ

Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
有
資
格
者
研
修

会
・
ブ
ロ
ン
ズ
コ
ー
ス

北
海
道

・
千
歳
フ
ジ
ボ
ウ
ル

（3） 平成２９年７月１日 （第三種郵便物認可） 第５４８号

　一般社団法人全日本視覚障害者ボウリング
協会では、2017年8月22日～30日、福岡市博
多スターレーンにて「福岡2017 IBSAテンピン
ボウリング世界選手権大会」を開催いたします。
この大会は日本で初めて開催される視覚障害
者ボウリングの世界選手権大会です。
　視覚障害者ボウリングのトップアスリートが、
最高のコンディションで最高のパフォーマンス
を発揮し、観戦する国内外の人びとに感動を与
えられる大会を運営したいと思います。しかし、
現状では大会運営資金が不足しています。

　また、世界の中には国からの予算がつかずに大会への参加を諦めようとしている選手もい
ます。そのような選手に対して、参加費用の一部を補助したいと考えています。
　「福岡2017　IBSA テンピンボウリング世界選手権大会」を、視覚障害者ボウリングの真
の世界一決定戦にしたい。この趣旨に賛同いただき、寄付金のご協力をお願い申し上げます。

一般社団法人全日本視覚障害者ボウリング協会一般社団法人全日本視覚障害者ボウリング協会

❶ 募金の名称 福岡2017 IBSAテンピンボウリング
  世界選手権大会
❷ 募金目標額 400万円(経費総額3400万円）
❸ 募金期間 2017年4月１日～7月31日
❹ 寄付金の使途 「福岡2017 IBSAテンピンボウリング世界
  選手権大会」の大会運営費および海外選手・
  役員参加費補助に充てます。
❺ 募金責任者 青松利明
  （一般社団法人全日本視覚障害者ボウリング協会会長）

大会・募金について　詳細はお問い合わせください
madoguchi@bbcj.org　　　03-3818-3009
ホームページ http://www.bbcj.org/
Facebook https://www.facebook.com/blindbowling/

福岡2017 IBSAテンピンボウリング世界選手権大会　募金ご協力のお願い福岡2017 IBSAテンピンボウリング世界選手権大会　募金ご協力のお願い

Ⓒエックスワン



第５４８号第５４８号 （4）（5） 平成２９年７月１日平成２９年７月１日 （第三種郵便物認可）（第三種郵便物認可）

競技

2017年6月9日(金)～11日(日)

参加・124チーム　432名

〔部門大会〕 （3×12Ｇ）

《Ａ部門》 官公庁 25ﾁｰﾑ

優　勝 札 幌 市 役 所 Ａ (北海道) 滝本　宗彦 ・ 古賀　直美 ・ 谷川　重博 *7,981

準優勝 杉 並 区 役 所 Ａ ( 東 京 ) 坂場　昭一 ・ 仲野　祥一 ・ 山崎　義浩 *7,959

第３位 呉 市 役 所 Ｂ ( 広 島 ) 加藤めぐみ ・ 岡田なつ紀 ・ 井城　　発 7,775

第４位 金 沢 市 役 所 Ａ ( 石 川 ) 清水　正弘 ・ 松原　真珠 ・ 中倉　啓太 7,720

第５位 高 知 市 役 所 ( 高 知 ) 別役　壽章 ・ 河野　泰明 ・ 近藤　浩一 7,561

第６位 桑 名 市 役 所 ( 三 重 ) 庄瀬　智大 ・ 小椋　達也 ・ 柳川　弘行 ・ 串田　綾香 7,560

ﾁｰﾑﾊｲｹﾞｰﾑ 杉 並 区 役 所 Ａ ( 東 京 ) 坂場　昭一 ・ 仲野　祥一 ・ 山崎　義浩 753

ﾁｰﾑﾊｲｼﾘｰｽﾞ 杉 並 区 役 所 Ａ ( 東 京 ) 坂場　昭一 ・ 仲野　祥一 ・ 山崎　義浩 2,059

個人ﾊｲｹﾞｰﾑ 桑 名 市 役 所 ( 三 重 ) 柳川　弘行 289

個人ﾊｲｼﾘｰｽﾞ 杉 並 区 役 所 Ａ ( 東 京 ) 坂場　昭一 737

《Ｂ部門》 24ﾁｰﾑ

優　勝 エナジックインターナショナル ( 沖 縄 ) 石嶺可奈子 ・ 幸喜　将太 ・ 村濱　裕紀 7,782

準優勝 埼 玉 県 実 業 団 Ｏ Ｂ ク ラ ブ Ａ ( 埼 玉 ) 久保田友久 ・ 三上　　稔 ・ 佐久間　茂 7,523

第３位 北 陸 電 力 石 川 Ａ ( 石 川 ) 渡邊　元造 ・ 渡邊　絢乃 ・ 田中　椋也 7,514

第４位 北 國 銀 行 ( 石 川 ) 中嶋　修一 ・ 永山　順一 ・ 魚　　雅章 7,427

第５位 東 京 都 実 業 団 Ｏ Ｂ ク ラ ブ Ｃ ( 東 京 ) 田倉　　稔 ・ 市川　健一 ・ 佐藤三津雄 7,334

第６位 四 宮 梱 包 ( 福 岡 ) 四宮　佑規 ・ 岡崎　敏彦 ・ 四宮　和裕 7,241

ﾁｰﾑﾊｲｹﾞｰﾑ エナジックインターナショナル ( 沖 縄 ) 石嶺可奈子 ・ 幸喜　将太 ・ 村濱　裕紀 763

ﾁｰﾑﾊｲｼﾘｰｽﾞ エナジックインターナショナル ( 沖 縄 ) 石嶺可奈子 ・ 幸喜　将太 ・ 村濱　裕紀 2,114

個人ﾊｲｹﾞｰﾑ エナジックインターナショナル ( 沖 縄 ) 村濱　裕紀 300

個人ﾊｲｼﾘｰｽﾞ 北 陸 電 力 石 川 Ａ ( 石 川 ) 田中　椋也 743

《Ｃ部門》 24ﾁｰﾑ

優　勝 デ ン ソ ー Ａ ( 愛 知 ) 夏目　佳功 ・ 夏目　美和 ・ 高野　正美 ・ 門脇　秀幸 7,473

準優勝 日 新 電 機 Ａ ( 京 都 ) 佐々木　武 ・ 高橋　　弘 ・ 山下　正義 7,440

第３位 や ま び こ Ａ (神奈川) 入佐　　翔 ・ 越　　博明 ・ 土方　　捷 7,248

第４位 大 和 組 Ａ ( 福 岡 ) 大和　義宗 ・ 山本　正志 ・ 坂田　信治 7,235

第５位 ア ル プ ス 電 気 涌 谷 工 場 Ａ ( 宮 城 ) 富谷　頼行 ・ 吉田千佳子 ・ 吉田　　亮 ・ 林田　光雄 7,214

第６位 松 本 機 工 ( 埼 玉 ) 山越　　貢 ・ 佐渡山　肇 ・ 木村　安利 7,209

ﾁｰﾑﾊｲｹﾞｰﾑ デ ン ソ ー Ａ ( 愛 知 ) 夏目　佳功 ・ 夏目　美和 ・ 高野　正美 705

ﾁｰﾑﾊｲｼﾘｰｽﾞ や ま び こ Ａ (神奈川) 入佐　　翔 ・ 越　　博明 ・ 土方　　捷 1,932

個人ﾊｲｹﾞｰﾑ ケ ミ コ ン 宮 城 ( 宮 城 ) 森屋　勝彦 279

個人ﾊｲｼﾘｰｽﾞ デ ン ソ ー Ａ ( 愛 知 ) 夏目　佳功 726

《Ｄ部門》 46ﾁｰﾑ

優　勝 ト ヨ タ 自 動 車 Ａ ( 愛 知 ) 阿部　広知 ・ 嘉指　康之 ・ 水野　亮太 8,114

準優勝 日 本 精 工 藤 沢 Ａ (神奈川) 斎藤　祐太 ・ 小西　菖平 ・ 村上　悦男 ・ 瀬戸　優也 8,014

第３位 日 産 自 動 車 九 州 Ａ ( 福 岡 ) 渡邉　　翔 ・ 奥田　広儀 ・ 柿原　　博 7,975

第４位 Ｊ Ｆ Ｅ 福 山 Ａ ( 広 島 ) 東　　孝行 ・ 畠田佳世子 ・ 鉾崎　浩二 7,923

第５位 ユ ニ プ レ ス ( 静 岡 ) 深澤　智秀 ・ 深澤　一敏 ・ 遠藤　金龍 7,869

第６位 ホ ン ダ 鈴 鹿 ( 三 重 ) 岡　　宏明 ・ 西川　浩吉 ・ 稲垣　勝久 7,865

ﾁｰﾑﾊｲｹﾞｰﾑ 日 本 精 工 藤 沢 Ａ (神奈川) 斎藤　祐太 ・ 小西　菖平 ・ 村上　悦男 801

ﾁｰﾑﾊｲｼﾘｰｽﾞ 日 産 自 動 車 追 浜 (神奈川) 菅野　紀夫 ・ 府川　裕行 ・ 広津　守人 2,171

個人ﾊｲｹﾞｰﾑ 日 本 精 工 藤 沢 Ａ (神奈川) 斎藤　祐太 300

個人ﾊｲｼﾘｰｽﾞ ト ヨ タ 自 動 車 Ａ ( 愛 知 ) 水野　亮太 793

〔決勝大会〕 （3×6Ｇ）

優　勝 日 本 精 工 藤 沢 Ａ (神奈川) 斎藤　祐太 ・ 小西　菖平 ・ 村上　悦男 ・ 瀬戸　優也 *4,194

準優勝 エナジックインターナショナル ( 沖 縄 ) 石嶺可奈子 ・ 幸喜　将太 ・ 村濱　裕紀 4,088

第３位 ト ラ ン テ ッ ク ス ( 石 川 ) 奥野　民夫 ・ 益田　　彰 ・ 松本　英将 4,047

第４位 松 本 機 工 ( 埼 玉 ) 山越　　貢 ・ 佐渡山　肇 ・ 木村　安利 4,024

第５位 ト ヨ タ 自 動 車 Ａ ( 愛 知 ) 阿部　広知 ・ 嘉指　康之 ・ 水野　亮太 3,979

第６位 デ ン ソ ー Ａ ( 愛 知 ) 夏目　佳功 ・ 夏目　美和 ・ 高野　正美 ・ 門脇　秀幸 3,950

製造・化学・電機・繊維・石油・ゴム・窯業・紙・パルプ・建設

鉄鋼・機械・金属・精密・輸送機械・自動車・諸工業

商社・金融・サービス・運輸・食品・倉庫・電力・学校・タバコ・病院・連盟実業団OBクラブ

東京・東大和グランドボウル／立川スターレーン
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　Ｄ部門で接戦をものにできなかった日本精工藤沢Ａが、仕切り直しの１ゲーム目で719をマークした。
決勝大会も３連覇を狙うエナジックインターナショナルは690。Ｄ部門10位で進出したトランテックス（石
川）が２・３ゲーム目で700・769とビッグゲームを連発すると、トータル2087の同点で日本精工藤沢Ａ
と並び、トップで折り返した。エナジックインターナショナルは39ピン差で３位につけた。
　後半、三つ巴の優勝争いがスコアを大きく引き上げた。まずトランテックスが753をマーク。日本精工
藤沢Ａは714、エナジックインターナショナルも725を打ち、大量リードを許さない。２ゲーム目、トランテッ
クスはスコアを伸ばせず。５ゲーム終了時点で日本精工藤沢Ａが3457、エナジックインターナショナルは
3448、トランテックスは3438と横一線に並んだ。
　緊迫の状況で日本精工藤沢Ａは、若手の斎藤祐太と小西菖平が230ＵＰ、アンカーのベテラン村上悦
男が275とチームワークを見せた。最後の打ち上げが功を奏し、初優勝には大会新記録という勲章もプ
ラスされた。

業大臣杯が返還され、開幕
の準備が整った。全日本実業
団連合会長も務める丹羽秀樹
協会副会長が主催者を代表し
て挨拶し、競技規程説明・認
証報告と審判団の紹介が行わ
れた。
　選手宣誓役は東京都代表
の東京消防庁・野中秀和選
手が務め、開会式を滞りなく
終了。３日間の熱戦に突入し
た。

決勝大会

　呉市役所Ｂ（広島）と金沢市役所Ａ（石川）が2000ＵＰの好発進。２位以下も1900台が５チー
ムと、ハイレベルな優勝争いを予感させた。４位スタートの杉並区役所Ａ（東京）は２回戦も
1976とし首位に立った。札幌市役所Ａ（北海道）も1983を打って、12ピン差で２位につけた。
　３回戦はトップ２の競り合いに。杉並区役所Ａは2059、札幌市役所Ａは2023で、３位をキー
プしていた金沢市役所Ａに140ピン超の差をつけて決勝戦へ。
　杉並区役所Ａと札幌市役所Ａの差は48ピン。決勝１ゲーム目で札幌市役所Ａが684を打ち、
16ピン差まで迫った。手ごたえありの札幌市役所Ａは、２ゲーム目に会心の747。逆転はも
ちろん、57ピンのリードを作った。最後も無難にまとめた札幌市役所のトータルスコアは
7981。大会記録を更新して２連覇達成となった。

　１回戦、1845にまとめたデンソーＡ（愛知）を筆頭に、大和組Ａ（福岡）、松本
機工（埼玉）の３チームがトップ集団を形成した。４位につけていた日新電機Ａ（京都）
は２回戦で1880とし２位に上がってきたが、デンソーＡも1884の好スコアで58ピンのリー
ドを作った。
　すると３回戦、デンソーＡはスコアを伸ばせず、日新電機Ａに４ピン差まで迫られてしまう。３
位の松本機工は日新電機Ａと84ピン差で、上位２チームが抜け出すかたちで決勝戦を迎えた。
　最初のゲームでデンソーＡは717。52ピン離された日新電機Ａだが、２ゲーム目の668で５
ピン差まで追い上げた。勝負の最終ゲームは、デンソーＡが654で日新電機Ａは626。大接
戦の中、デンソーＡは最後まで首位を渡さず、２年ぶりの部門優勝を遂げた。

　北陸電力石川Ａ（石川）が1964で首位発進。２連覇中のエナジックインターナショナル（沖
縄）は18ピン差の２位につけると、２回戦では2114をマークした。この時点で２位の北國銀行
（石川）に267ピンの大差をつけた。
　盤石かと思われたエナジックインターナショナルだったが、３回戦はまさかのマイナススコア。
北國銀行はここで1933と打ち上げて、点差は半分以下の94ピンまで縮まった。
　とはいえ有利な状況には変わりないエナジックインターナショナル。決勝１ゲーム目に701を
マークすると、最後の３ゲームは1962の好スコア。終わってみれば260ピンの大差で、３
連覇の偉業を成し遂げた。

　１回戦から2000ＵＰが４チームも。トップは日産自動車九州Ａ（福岡）の2069で、ト
ヨタ自動車Ｂ（愛知）、新日鐵住金君津Ａ（千葉）まで20ピン差で続き、ホンダ鈴鹿（三

重）は2006をマークした。トヨタ自動車Ａ（愛知）は２回戦で2141と打ち上げると、10位か
ら一気にトップへ躍り出た。ホンダ鈴鹿はここでも2054とし２位につけた。
　３回戦も順位大変動。７位につけていた日本精工藤沢Ａ（神奈川）は2092を打って128ピン差
を大逆転した。トヨタ自動車Ａは４ピン差で２位に留まり、勝負の決勝戦を迎えた。
　１ゲーム目は693と687で大きな差はつかなかった両チーム。トヨタ自動車Ａが２ゲーム目も
662とスコアをまとめたのに対し、日本精工藤沢Ａは594とつまづいてしまう。58ピンリードのト
ヨタ自動車Ａは最終ゲームで705。前回覇者の強さを決勝戦で見せつけた。

Ａ部門 Ｂ部門
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ェ
ク
ト
ゲ
ー
ム
を
達
成
、
そ

れ
ぞ
れ
協
会
主
催
大
会
公
認
第
４
１

８
・
４
１
９
号
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー

ム
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

　２つの会場に分かれて
行われた今大会。開会
式は東大和グランドボウ
ルで、６月９日㈮15時か
ら挙行された
　前回決勝大会優勝の
エナジックインターナショ
ナル（沖縄）から経済産

丹
羽
副
会
長

野
中
選
手
が
宣
誓

300

村
濱
・
斎
藤
が
達
成

個人Ｈ／Ｇ（左から）
柳川、村濱、森屋、斎藤

❶Ａ部門　杉並区役所Ａ
❷Ｂ部門　エナジックインターナショナル

❸Ｃ部門　デンソーＡ（左）、やまびこＡ
❹Ｄ部門　日本精工藤沢Ａ（左）、
　　　　　日産自動車追浜

チームＨ／Ｇ、Ｈ／Ｓ

個人Ｈ／Ｓ（左から）
坂場、田中、夏目、水野

1

2

3

4

式会開

経
済
産
業
大
臣
杯

第
43
回
全
日
本
実
業
団
産
業
別
選
手
権
大
会

日本
精工
藤沢

（神
奈川
）

で新記録新記録新記録 初優勝初優勝初優勝
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　オリジナルユニ
フォームを奨励し
ているこの大会。今
年も個性的なユニ
フォームが会場を
彩りました。恒例の
ベストドレッサーは会場での選手間投票と協会 Facebook
で公開した写真への「いいね！」をもとに候補者をリストアッ
プし、Lプロジェクト（レディス委員会）のメンバーが選考し
ました。メッセージ性のある3スタイルが今年の受賞作です。
　受賞した各選手には、記念の刻印グラスが贈呈されました。

2017年6月2日(金)～4日(日)

参加：152名 京都・しょうざんボウル

《ヤングの部》

《ミドルの部》

《シニアの部》

　

290
(SF 2,404) 210

準優勝 第６位 佐　野　弘　子 （　京　都　） 2,310
198

中川みち子
ﾊｲｹﾞｰﾑ 吉　川　朋　子 （　三　重　）

第３位 優勝 第３位 澤　田　英　子 （　三　重　）

2,336

(SF 2,439) (2年ぶり2度目) 第５位 中　　　ヒロ子 （　福　井　） 2,332

澤田　英子 201 吉川　朋子 第４位 中　嶋　美知子 （　京　都　）

吉川　朋子 201 優　勝 吉　川　朋　子 （　三　重　）

(SF 2,462) 準優勝 中　川　みち子 （　滋　賀　）

準優勝 第６位 杉　山　由美子 （　静　岡　） 2,330
180

鍵野　礼子
ﾊｲｹﾞｰﾑ 渡　邊　美　和 （　福　岡　） 280

(SF 2,426) 212

第３位 優勝 第３位 大　井　典　子 （　岡　山　）

2,383

(SF 2,438) (2年ぶり3度目) 第５位 古　岡　美保子 (　富　山　) 2,381

大井　典子 194 渡邊　美和 第４位 澤　田　典　子 （　滋　賀　）

渡邊　美和 216 優　勝 渡　邊　美　和 （　福　岡　）

(SF 2,493) 準優勝 鍵　野　礼　子 （　京　都　）

準優勝 第６位 伊　原　絵　美 （　岡　山　） 2,356
226

水谷　秋穂
ﾊｲｹﾞｰﾑ 入　江　菜々美 (　岐　阜　) 279

(SF 2,470) 224

第３位 優勝 第３位 大　林　令　奈 (　岡　山　)

2,427

(SF 2,616) (2年ぶり2度目) 第５位 前土佐　　　凪 （　奈　良　） 2,406

大林　令奈 203 入江菜々美 第４位 菅　野　沙　織 （　神奈川　）

入江菜々美 234 優　勝 入　江　菜々美 (　岐　阜　)

(SF 2,686) 準優勝 水　谷　秋　穂 （　愛　知　）

　第 30 回オールジャパンレディストーナメントが６月２日㈮から
４日㈰にかけて、京都・しょうざんボウル（公競№ 126-037）で開催
された。
　ヤングの部は入江菜々美（岐阜）、ミドルの部は
渡邊美和（福岡）、シニアの部は吉川朋子（三重）
が優勝。３名ともトップシードで優勝決定戦に進み、
そろって２年ぶりの大会制覇という奇跡が生まれた。

　
大
林
令
奈
（
岡
山
）
は
ス
タ
ー

ト
か
ら
２
３
７
を
連
発
し
て

６
８
１
。
水
谷
秋
穂
（
愛
知
）
は

６
７
９
と
、
ユ
ー
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
の
２
人
が
頭
ひ
と
つ
抜
け

出
し
た
。
菅
野
沙
織
（
神
奈
川
）

は
元
ナ
シ
ョ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー
の
力

を
見
せ
て
６
５
２
、３
位
に
つ
け

た
。
２
回
戦
も
大
林
は
６
３
６
に

ま
と
め
て
１
位
。入
江
菜
々
美（
岐

阜
）
が
30
ピ
ン
差
で
２
位
に
つ
け

た
。
水
谷
も
さ
ら
に
31
ピ
ン
差
で

３
位
を
キ
ー
プ
し
た
。

　
予
選
最
後
の
３
回
戦
は
ト
ッ
プ

２
が
好
投
。
大
林
は
６
９
３
、
入

江
は
７
１
７
と
打
ち
上
げ
て
ト
ー

タ
ル
ス
コ
ア
を
２
０
０
０
台
に

乗
せ
た
。
水
谷
と
入
江
の
差
は

１
０
１
ピ
ン
ま
で
広
が
っ
た
。
上

位
２
１
名
に
よ
る
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ

ル
で
は
、
入
江
が
６
８
２
と
し
首

位
を
奪
う
。
大
林
も
２
位
で
通
過

を
決
め
、
水
谷
は
苦
戦
し
つ
つ
も

３
位
を
守
り
抜
い
た
。

　
フ
ァ
イ
ナ
ル
は
ス
テ
ッ
プ
ラ

ダ
ー
方
式
。
ま
ず
２
位
の
大
林
と

３
位
の
水
谷
が
１
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ

で
対
戦
す
る
。
水
谷
は
フ
ォ
ー
ス

で
先
制
し
、
大
林
に
逆
転
の
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
る
こ
と
な
く
２
２
４

で
快
勝
し
た
。

　
ト
ッ
プ
シ
ー
ド
で
待
ち
構
え
る

の
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
先

輩
と
し
て
負
け
る
わ
け
に
い
か
な

２年ぶりに
頂点で再会

30th

　
主
催
者
を
代
表
し
て
吉

岡
英
隆
協
会
副
会
長
が
挨

拶
。
大
会
を
後
援
い
た
だ

い
た
京
都
女
性
ス
ポ
ー
ツ

の
会
・
橋
本
雅
子
副
会
長

よ
り
激
励
の
祝
辞
を
、（
一

社
）
京
都
府
ボ
ウ
リ
ン
グ

連
盟
の
田
坂
幾
太
会
長
よ

り
歓
迎
の
こ
と
ば
を
い

た
だ
い
た
。

　
大
会
競
技
規
程

説
明
・
認
証
報

告
と
審
判
団
紹

介
に
続
き
、
地

元
京
都
府
代
表

の
高
岡
由
佳
選

手
が
選
手
宣
誓
し
、

３
日
間
充
実
の
大
会

が
幕
を
開
け
た
。

吉岡副会長京都女性スポーツの会
橋本副会長

京都府連盟
田坂会長

式会開

ヤ
ン
グ
の
部

い
入
江
。
ゲ
ー
ム
前
半
に
２
度
の

ダ
ブ
ル
で
意
気
込
み
を
あ
ら
わ
に

し
た
。
対
す
る
水
谷
は
ス
タ
ー
ト

で
つ
ま
づ
い
た
も
の
の
、
入
江
を

追
う
よ
う
に
２
度
の
ダ
ブ
ル
。
こ

れ
を
受
け
た
入
江
は
８
フ
レ
ー
ム

目
か
ら
タ
ー
キ
ー
で
ス
パ
ー
ト
を

か
け
た
。
水
谷
も
９
フ
レ
ー
ム
目

か
ら
パ
ン
チ
ア
ウ
ト
で
追
い
か
け

た
が
届
か
ず
。
先
手
を
打
っ
て

い
っ
た
入
江
の
見
事
な
勝
利
と

な
っ
た
。

　
渡
邊
美
和
（
福
岡
）
が
６
４
７

で
首
位
ス
タ
ー
ト
。
２
位
に
は
地

元
京
都
の
鍵
野
礼
子
が
２２
ピ
ン
差

で
つ
け
た
。
古
岡
美
保
子（
富
山
）

も
鍵
野
と
1４
ピ
ン
の
僅
差
。
２
回

戦
で
は
澤
田
典
子
（
滋
賀
）
が

６
９
３
を
マ
ー
ク
し
て
２3
位
か
ら

１
位
に
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
た
。

渡
邊
は
31
ピ
ン
差
で
２
位
と
な

り
、
古
岡
も
そ
の
1８
ピ
ン
差
で
３

位
に
留
ま
っ
た
。

　
そ
し
て
３
回
戦
、
６
５
９
に
ま

と
め
た
渡
邊
が
再
び
ト
ッ
プ
に
立

ち
、
２
位
の
古
岡
に
3７
ピ
ン
差

を
つ
け
た
。
２1
名
に
よ
る
セ
ミ

フ
ァ
イ
ナ
ル
で
も
渡
邊
は
安
定
の

６
４
９
で
、
そ
の
ま
ま
ト
ッ
プ

シ
ー
ド
を
獲
得
。
８
位
に
つ
け

て
い
た
大
井
典
子
（
岡
山
）
が

７
３
８
と
打
ち
上
げ
て
２
位
に
入

り
、
鍵
野
も
逆
転
で
３
位
通
過
の

枠
を
つ
か
ん
だ
。

　
３
位
決
定
戦
、
鍵
野
が
ひ
た
す

ら
ス
ペ
ア
で
し
の
ぐ
一
方
、
大
井

は
先
に
タ
ー
キ
ー
を
決
め
た
。
し

か
し
直
後
に
ス
ペ
ア
ミ
ス
し
た
と

こ
ろ
で
、
鍵
野
が
ダ
ブ
ル
を
決
め

て
追
い
つ
い
た
。
わ
ず
か
に
大
井

が
リ
ー
ド
し
て
迎
え
た
最
終
フ

レ
ー
ム
は
、
鍵
野
が
パ
ン
チ
ア
ウ

ト
。
逆
転
で
優
勝
決
定
戦
に
駒
を

進
め
た
。

技

競

ミ
ド
ル
の
部

　
渡
邊
と
鍵
野
の
対
戦
は
、
両
者

ス
ト
ラ
イ
ク
・
ス
ペ
ア
・
ス
ト
ラ

イ
ク
と
続
け
て
互
角
の
滑
り
出

し
。
渡
邊
が
先
に
ダ
ブ
ル
を
決
め

る
と
、
鍵
野
は
オ
ー
プ
ン
フ
レ
ー

ム
で
自
ら
差
を
広
げ
て
し
ま
う
。

な
か
な
か
逆
転
の
糸
口
が
つ
か
め

な
い
鍵
野
を
横
目
に
、
渡
邊
は
最

終
フ
レ
ー
ム
で
再
び
ダ
ブ
ル
を

マ
ー
ク
し
、
決
着
を
つ
け
た
。

　
吉
川
朋
子（
三
重
）

は
１
ゲ
ー
ム
目
に
圧

巻
の
２
９
０
。
シ

リ
ー
ズ
も
７
２
９
と

し
、
２
位
の
中
川
み

ち
子
（
滋
賀
）
に
８４

ピ
ン
の
大
差
を
つ
け

て
逆
転
、
勝
負
の
最
終
フ
レ
ー
ム

で
澤
田
が
パ
ン
チ
ア
ウ
ト
を
決
め

る
も
、
中
川
も
２
投
目
ま
で
続
く

フ
ォ
ー
ス
で
逃
げ
切
っ
た
。

　
優
勝
決
定
戦
、
中
川
は
ノ
ー
ミ

ス
で
堅
実
に
ス
コ
ア
を
積
み
上
げ

て
い
っ
た
。
吉
川
は
２
フ
レ
ー
ム

目
の
オ
ー
プ
ン
を
ダ
ブ
ル
で
埋
め

合
わ
せ
て
追
い
か
け
る
。
８
・
９

フ
レ
ー
ム
目
に
１
投
目
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
が
続
い
た
中
川
を
、
ダ

ブ
ル
を
決
め
た
吉
川
が
逆
転
し

た
。
最
終
フ
レ
ー
ム
を
前
に
ス
コ

ア
は
９
ピ
ン
差
、
中
川
の
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
加
え
る
と
４
ピ

ン
差
と
い
う
接
戦
は
、
ス
ペ
ア
を

決
め
て
２
０
０
台
に
乗
せ
た
吉
川

の
勝
利
と
な
っ
た
。

た
。
２
回
戦
は
５
７
９
に
留
ま
っ

た
吉
川
。
中
川
が
５
９
９
と
わ
ず

か
に
詰
め
た
が
余
裕
で
ト
ッ
プ
を

維
持
し
た
。

　
３
回
戦
、
吉
川
は
ス
コ
ア
を
落

と
し
て
し
ま
う
。
２
位
に
浮
上
し

た
澤
田
英
子
（
三
重
）
は
10
ピ
ン

差
、
中
川
も
２５
ピ
ン
差
と
い
う
混

戦
に
突
入
し
た
。
と
は
い
え
４
位

以
下
と
は
７
マ
ー
ク
超
の
差
を
つ

け
て
い
た
上
位
３
名
。
セ
ミ
フ
ァ

イ
ナ
ル
で
は
ス
コ
ア
を
高
く
ま
と

め
て
フ
ァ
イ
ナ
ル
進
出
枠
を
守
っ

た
。

　
３
位
決
定
戦
で
は
澤
田
と
中
川

が
対
戦
。
中
川
は
ス
タ
ー
ト
で
ミ

ス
が
続
き
、
澤
田
に
リ
ー
ド
を
許

し
て
し
ま
う
。
し
か
し
８
フ
レ
ー

ム
目
か
ら
ス
ト
ラ
イ
ク
を
つ
な
げ

シ
ニ
ア
の
部

使用ﾎﾞｰﾙ

公認ﾄﾞﾘﾗｰ （公認No. 1470-24 ）

福岡県

使用ﾎﾞｰﾙ

公認ﾄﾞﾘﾗｰ （公認No. 1808-40 ）

三重県

使用ﾎﾞｰﾙ

公認ﾄﾞﾘﾗｰ （公認No. 1415-23 ）

長谷部　尚

入江菜々美 ヤングの部

岐阜県連盟

全日本ナショナルチームメンバー ２０歳

Jackal LE(15p)

山川尚晴

渡邊美和
ミドルの部

５０歳

Killer Shark Ⅱ(15p2oz)

吉川朋子
シニアの部

６３歳

Universal Gravity(15p)

馬場健司

優勝の３人がハイゲーム賞も獲得

　
大
会
初
日
の
６
月
２
日

㈮
、
1５
時
か
ら
開
会
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。
女
性
の

た
め
の
大
会
ら
し
く
、
大

会
旗
の
旗
手
や
開
会
宣
言

を
女
性
の
役
員
が
務
め
上

げ
、
式
は
滞
り
な
く
進
行

し
た
。

ヤングの部入賞者

ミドルの部入賞者

シニアの部入賞者

主　催　　（公財）全日本ボウリング協会
後　援　　スポーツ庁　（公財）日本体育協会　（公財）日本オリンピック委員会
主　管　　神奈川県ボウリング連盟

2017/7/31月▲ 8/2水

JOCジュニアオリンピックカップ
第41回 全日本高校

ボウリング選手権大会

川崎グランドボウル 〒210-0012  神奈川県川崎市川崎区宮前町11-14
TEL 044-244-2281　FAX 044-244-2283
http://www.grandbowl.jp/kawasaki/

文部科学大臣杯

主　催： 公益財団法人 全日本ボウリング協会
後　援： スポーツ庁　公益財団法人 日本体育協会　公益財団法人 日本オリンピック委員会　京都府
 京都府教育委員会　公益財団法人 京都府体育協会　京都新聞　宇治市　宇治市教育委員会
 一般財団法人 宇治市体育協会　公益社団法人 宇治市観光協会
協　賛： 株式会社 アメリカンボウリングサービス　株式会社 ハイ・スポーツ社　株式会社 サンブリッジ
協　力： 株式会社 松原興産　キョーイチボウル宇治　京都府高等学校体育連盟ボウリング専門部
主　管： 一般社団法人 京都府ボウリング連盟

第41回 全日本中学
ボウリング選手権大会
第41回 全日本中学

ボウリング選手権大会
第41回 全日本中学

ボウリング選手権大会
第41回 全日本中学

ボウリング選手権大会

京都府宇治市小倉町神楽田55-1
TEL0774-22-5524キョーイチボウル宇治会　場

開催月日 月 水
2017年7月 24日　   7月 26日2017年7月 24日　   7月 26日2017年7月 24日　   7月 26日2017年7月 24日　   7月 26日

大
人
の
遠
足

ボ
ウ
リ
ン
グ
仲
間
で
…

　
大
会
２
日
目
の
午
後
は
、
恒
例
の

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
。
大
会
出
場

選
手
の
半
数
を
超
え
る
84
名
が
参
加

し
、
人
気
の
ほ
ど
を
伺
わ
せ
ま
し
た
。

　
バ
ス
に
乗
っ
て
ま
ず
は
ト
ロ
ッ
コ

嵯
峨
駅
へ
。
レ
ト
ロ
な
ト
ロ
ッ
コ
電

車
も
満
員
の
に
ぎ
わ
い
。
心
地
よ
い

揺
れ
の
中
、
新
緑
の
保
津
峡
を
車
窓

か
ら
眺
め
て
行
き
ま
し
た
。
終
点
の

亀
山
で
下
車
し
、
自
由
散
策
組
は
嵐

山
へ
、
保
津
川
下
り
組
は
船
着
き
場

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
保
津
川
は
前
々
日
に
降
っ
た
大
雨

で
水
位
が
や
や
高
め
。
約
16
㎞
を
ス

ピ
ー
ド
に
乗
っ
て
下
っ
て
い
き
ま
し

た
。
大
き
な
岩
と
岩
の
間
を
抜
け
る

難
所
や
、
高
低
差
の
あ
る
急
流
ポ
イ

ン
ト
を
竿
一
本
で
切
り
抜
け
る
船
頭

さ
ん
の
船
さ
ば
き
に
は
拍
手
喝
采
。

愉
快
な
口
上
に
笑
い
、
新
鮮
な
空
気

に
癒
さ
れ
た
１
時
間
半
で
し
た
。

　
神
社
仏
閣
に
お
茶
処
、
渡
月
橋
や

竹
林
の
小
径
な
ど
見
ど
こ
ろ
た
く
さ

ん
の
嵐
山
界
隈
。自
由
散
策
組
は
た
っ

ぷ
り
２
時
間
半
、
保
津
川
下
り
の
参

加
者
も
約
１
時
間
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
全
員
そ
ろ
っ
て
の
夕
食
会

で
は
、
京
都
府
連
盟
田
坂
会
長
か
ら

ド
リ
ン
ク
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
、
感
謝

感
激
の
乾
杯
で
盛
り
上
が
り
、
京
都

名
物
の
湯
豆
腐
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。

　
京
都
で
の
大
会
開
催
は
11
年
ぶ
り
。

選
手
の
間
で
も
人
気
が
高
く
、
再
び

訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
今
回
も
大
好

評
の
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。

❶
「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」
保
津
峡
の
新
緑
に
く
ぎ

づ
け
❷
保
津
川
下
り
は
笑
い
と
絶
叫
の
１
時
間

半
❸
「
竹
林
の
小
径
」
な
ど
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の

多
い
嵐
山
を
散
策
❹
全
員
そ
ろ
っ
て
の
夕
食
会

は
京
都
府
連
盟
田
坂
会
長
の
音
頭
で
乾
杯

Optional Tour

優勝・入賞者に

豪華副賞

サンブリッジ
＆ミィーフ

　各部門の優勝者には㈱サン
ブリッジよりボールが贈呈さ
れました。また優勝から３位
の選手にはミィーフコーポ
レーションからウェアがプレ
ゼントされました。

　
大
好
評
い

た
だ
い
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
と

ス
ポ
ン
サ
ー

の
皆
様
は
…

▽
㈱
サ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
よ
り

ポ
ロ
シ
ャ
ツ

（
３
名
）

▽
ミ
ィ
ー
フ

コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
よ
り

シ
ュ
ー
ズ
カ

バ
ー
＆
ケ
ー

ス
（
３
名
）

▽
㈱
フ
ァ
イ
テ
ン

よ
り
化
粧
品
ト
ラ

ベ
ル
セ
ッ
ト
（
２

名
）、
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｗ
Ａ
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
（
１
名
）

▽
し
ょ
う
ざ
ん
ボ

ウ
ル
よ
り
京
都
の

お
み
や
げ
セ
ッ
ト

（
10
名
）

▽
Ｊ
Ｂ
Ｃ
よ
り
手

ぬ
ぐ
い
（
３
名
）

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

　
女
性
の
み
の
大
会
の
大
会

と
し
て
創
設
さ
れ
た
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
レ
デ
ィ
ス
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
は
今
大
会
で
３０
回
。

ヤ
ン
グ
・
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア

の
年
代
別
で
、
個
人
戦
を
行

い
ま
す
。

▽
ヤ
ン
グ
の
部
…
満
４４
歳
以

下▽
ミ
ド
ル
の
部
…
満
４５
～
５９

歳▽
シ
ニ
ア
…
満
６０
歳
以
上

　
各
部
門
予
選
９
ゲ
ー
ム
を

行
い
上
位
２１
名
が
セ
ミ
フ
ァ

イ
ナ
ル
に
進
出
。
さ
ら
に
３

ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
、
合
計
１２

ゲ
ー
ム
の
総
ス
コ
ア
に
よ

り
、
上
位
３
名
が
フ
ァ
イ
ナ

ル
に
進
出
し
ま
す
。

　
フ
ァ
イ
ナ
ル
は
ス
テ
ッ
プ

ラ
ダ
ー
方
式
。
１
位
通
過
の

選
手
は
優
勝
決
定
戦
へ
シ
ー

ド
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
２
位
の

選
手
と
３
位
の
選
手
が
３
位

決
定
戦
の
１
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ

を
戦
い
、
勝
者
と
１
位
の
選

手
に
よ
る
優
勝
決
定
戦
の
１

ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
で
、
優
勝
者

を
決
定
し
ま
す
。

優
勝
争
い
の
一
方
で
、
女

性
ボ
ウ
ラ
ー
の
友
好
親
睦

や
、
楽
し
く
競
技
に
取
り

組
む
こ
と
も
推
奨
し
て

い
る
こ
の
大
会
。
第
１５
回

大
会
（
２
０
０
２
）
に
始

め
ら
れ
た
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
や
、
第
２０
回
大
会

（
２
０
０
７
）
か
ら
の
ベ
ス

ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
な
ど
の
企

画
が
人
気
で
す
。
参
加
す
る

意
義
が
幅
広
く
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
多
い
大
会
で
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
の
助
成
を
受
け
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

●❶

●❷ ●❹

●❸

お楽しみ抽選会　大盛り上がりで

北川 知子選手
歌舞伎の隈取をプ
リントしたシャツ
は浴衣地。スカー
トの薄緑色は抹茶
のイメージ。開催
地の京都を意識し
て持参したという
意欲作です。 松永 華穂選手

自身の名前でもある
「華」を大胆にあし
らった背中のプリン
トで自己アピールす
る姿勢を評価。ピン
クと白のコントラス
トに元気の良さを感
じました。

林 美紀選手
桜吹雪と着物柄の
シャツは薄紫色と黒
がベースで甘すぎな
い好バランス。桜の
花をあしらったス
カートとのコーディ
ネートが決め手にな
りました。

記
念
の

�

刻
印
グ
ラ
ス

　 ベスト
ドレッサー

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　
30
回
の
記
念
大

会
と
い
う
こ
と

で
、参
加
選
手・
監

督
を
対
象
に
お
楽

し
み
抽
選
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
最

終
日
の
抽
選
会
、

当
選
者
が
コ
ー
ル

さ
れ
る
ご
と
に
大

き
な
た
め
息
と
、

そ
れ
を
上
回
る
ほ

ど
の
歓
声
が
場
内

に
響
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
当
選
者

が
現
れ
な
い
と
き

に
は
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
が
自
然
発

生
。
期
待
度
が
テ

ン
シ
ョ
ン
の
高
さ

に
表
れ
て
い
ま
し

た
。

㊨第28回大会の優勝記念写真㊧吉川選手は決勝
のとき、この3人で勝つと確信したとか
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た
今
大
会
に
、
全
国
か
ら
７
１

３
名
も
の
シ
ニ
ア
選
手
が
参
加

し
ま
し
た
。

６
部
門
・
14
種
目
で
優
勝
が

争
わ
れ
た
中
、
選
手
権
者
決
定

戦
で
は
大
会
新
記
録
が
続
出
。

男
子
シ
ニ
ア
で
は
大
石
橋
一
郎

（
福
井
）
が
記
録
更
新
し
、
男

子
ハ
イ
シ
ニ
ア
で
は
石
島
哲
也

（
静
岡
）
が
自
身
の
持
つ
大
会

記
録
を
塗
り
変
え
ま
し
た
。
女

子
シ
ニ
ア
は
鈴
木
英
子
（
福

島
）
が
初
優
勝
、
女
子
ハ
イ
シ

ニ
ア
は
沖
崇
子
（
広
島
）
が
３

年
ぶ
り
に
頂
点
に
立
ち
ま
し

た
。男

子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
で

は
、
昨
年
準
優
勝
の
高
橋
賢
二

（
神
奈
川
）
が
雪
辱
を
果
た

し
、
女
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア

で
は
木
下
洋
子
（
愛
媛
）
が
５

年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。ま

た
女
子
ハ
イ
シ
ニ
ア
の
２

人
チ
ー
ム
戦
で
も
岡
山
Ａ
（
平

田
・
鈴
木
）
が
新
記
録
を
残
し

た
の
を
は
じ
め
、
各
種
目
好
ス

コ
ア
に
沸
い
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

【
詳
細
は
次
号
】

第
50
回
全
日
本
シ
ニ
ア
選
手

権
大
会
が
６
月
23
日
㈮
か
ら
25

日
㈰
に
か
け
て
、
愛
知
・
稲
沢

グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１

２
２
‐
０
６
４
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
50
回
の
節
目
を
迎
え

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
１
「
ス
ポ
ー
ツ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
秘
め
ら
れ
た
「
勝
負
の
あ

や
」
や
ア
ス
リ
ー
ト
の
進
化
を
、

最
新
の
デ
ー
タ
技
術
を
駆
使
し
て

解
き
明
か
す
番
組
で
す
。

７
月
16
日
㈰
の
放
送
で
は
い
よ

い
よ
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
。
５
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

杯
第
51
回
全
日
本
選
抜
ボ
ウ
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
、
男
子
の
フ
ァ
イ

ナ
ル
マ
ッ
チ
で
優
勝
を
争
っ
た
斎

藤
祐
太
選
手
と
新
畑
雄
飛
選
手

が
、
レ
ー
ン
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

ど
の
よ
う
に
攻
略
し
た
か
を
検
証

し
ま
す
。
勝
負
の
秘
密
が
こ
こ
で

解
き
明
か
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

けるように、連盟役員一同

で、事前準備、当日の主管運

営を行いました。１年前から

計画したオプショナルツアー

は当日（保津川下りで心配さ

れた）天候もよく、皆様に楽

しんで頂けたと思います。」

選手も役員も両立する小池さ

んが、いま情熱を傾けている

こととは…「京都府連盟で副

会長、京都府の競技力向上対

策本部からヘッドコーチに任

命されています。『強い京都

を再び』を実現するために頑

張りたいです。」

こいけ・かずみ 79歳 吉祥

院クラブ ボウリング歴48年

の間に、全日本選抜選手権大

会（現ＮＨＫ杯）で３度の優

勝を果たし、日本代表として

も活躍。第10回世界選手権大

会（1983年）では５人チーム

戦で銀メダルを獲得した。現

在も全国大会に積極的に出場

する一方、京都府連盟の副会

長としてオールジャパンレデ

ィストーナメントの京都開催

に尽力した。

『レジェンド』の呼び声も高

い小池さん。ボウリングとの

出会いは？そして大会にはど

んな意気込みで臨まれていま

すか？「３人目の子どもが生

まれたばかりの頃（1969年６

月）に、自宅の隣にボウリン

グ場がオープンし、競技をは

じめるきっかけとなりまし

た。競技も遊びも『本気』で

す。大会に出場するからに

は、準備、練習を重ねて全力

で戦っています。」

ママアスリートの先駆けです

ね！女性目線を大事にしたオ

ールジャパンレディストーナ

メントに、今年は運営側とし

て関わられましたが…「『ま

た京都に来たい』と思って頂

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

vol.115 競技も遊びも｢本気｣

小池和美さん (京都府)

※
ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
は
無

効
と
し
ま
す
。

▽
宛
先

〒
１
０
８
‐
０
０
１
４

東
京
都
港
区
芝
４
‐
４
‐
10

サ
ン
ラ
イ
ズ
長
井
ビ
ル
８
Ｆ

（
公
財
）
全
日
本
ボ
ウ
リ
ン

グ
協
会

Ｊ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
係

▽
締
切

２
０
１
７
年
７
月
末

日
必
着

◆
応
募
方
法
◆

必
ず
は
が
き
に
て
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
と
、
Ｊ
Ｂ
Ｃ

会
員
の
方
は
会
員
番
号
を
明
記

の
上
、
協
会
事
務
局
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
記
入
さ
れ
た
個
人
情
報
は

賞
品
発
送
お
よ
び
当
選
者
発
表

に
使
用
し
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
第
51
回
全
日
本
選

抜
選
手
権
大
会
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
非

売
品
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
１
で
放
送
さ
れ
た

決
勝
エ
リ
ミ
ネ
ー
タ
ー
４
マ
ッ

チ
は
も
ち
ろ
ん
、
注
目
選
手
の

プ
レ
ー
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

未
公
開
映
像
も
満
載
で
す
。
抽

選
で
３
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

ＮＨＫ杯

ス
ポ
ー
ツ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
１

ス
ポ
ー
ツ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

７
月
16
日
㈰
21
時
～
21
時
50
分

※
放
送
は
急
遽
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

全
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権
大
会

マスターズシニアは高橋(左)と木下が優勝マスターズシニアは高橋(左)と木下が優勝

選手への追跡インタビューも
（優勝の斎藤選手）
選手への追跡インタビューも
（優勝の斎藤選手）

選
手
権
者
は
鈴
木
、
大
石
橋
、
沖
、
石
島
の
４
名

選
手
権
者
は
鈴
木
、
大
石
橋
、
沖
、
石
島
の
４
名
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協　　力 ： 公益社団法人 日本ボウリング場協会、日本ボウリング商工会、九州ボウリング連合会、株式会社 イースタンスポーツ
公　　認 ： アジアボウリング連盟（ABF）、公益財団法人 全日本ボウリング協会（JBC）
主管運営 ： 福岡サマーカップ大会実行委員会 、福岡県ボウリング連盟

会　　場 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒812-0013 福岡市博多区博多駅東 1-18-33　TEL 092（451）4321博多スターレーン


